
イセエビ漁業資源に関する研究一工、

茨城県におけるイセエビ漁業の現況について

藤　本　　　　武

Ⅰ　　緒　　　官

イセエビの生態的分布の北限は，太平洋側では宮城県附近jで分布すると聞いているが，産業的な分布

の北限は茨城県であわ，県内の漁筆意については明治54年（1900）頃から農林統計に現われている。

これについて先に著者11は永年の沿岸水温と漁獲量との関係について報告したが，永年の漁獲統計資料を

扱う場合に問題量あると思われるが，「応永年の漁業の盛衰とイセエビ自体の消長を知ることができると

考えたので，今回は太県における昭和27年頃から昭和58年までについて報告する。なお近年になり各

浜でイセエビが漁獲されるようにを少漁業調整上の問題に発展し，なかには共同漁業樺の内容に加えては

どうか等との意見があるが，まだ本県のイセエビについて咄態的にも不明の点が多く盈軋現地

にあいて現況と生態調査を行なった結果について報告する。

この調査を報告するに当少御助言をいただいた東京大学教授の大島泰雄博士に，又漁欝量及び生態調査

について御協力をいただいた川尻漁業協同組合の方々に厚くお礼申し上げる次第である。

Ⅱ　　調査結果並びに考察

1　漁業の現況

本県におけるイセエビ漁業は前述したように1900年（明治54年）頃から漁狩量が農林統計に現

われているが，漁業として実際にはそれ以前から行をわれていた模様であるが，その漁獲量も他県に較

べて少浸く，多い年でも5，750～ス500晦（1，000～2，000貫）程度であり，これにつ

いては，先に久保2）の指摘したとおは業的に分布も北限であり漁諾畳の変動の多いことが述べられ

ている。茨城県の永年の沿岸水温とイセエビの漁啓量をみると第1図のとお少1900～1958（明

治54年～昭和11年）の漁獲量と沿穿水温との相関関係11がみられている01944－1945（昭

和19～28年）の親潮の強勢によわく昭和21年

ハモ等の架死現威ミあったといわれているが，比較叢も沿岸水温が低くかった。）当時，クログィ，域に棲息するイセエビ（サザエも同様の便向を

示している）軋　このような海況の続いた期間漁獲されておらず当時覧死したものと思われる。昭和

27年頃から沿岸平均水温の上昇（回復）とともに大洗地先で漁獲されるようにを少昭和50年頃から

沿岸各地で刺網，採鮭漁業者等によって漁降されるようになった。

濱　この報告の一部は昭和5占年1凡水産増殖談話会（東京）に於て講演発表した。
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第1図　沿岸水温とイセエビ漁獲量
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第2回　茨城県におけるイセエビ漁獲分布図
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2　各地の状況

（1）波崎　昭和54年に波崎東沖
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（水深28～40mの岩盤）でイ

網によって約750ダ（約20（〕

ものが敷島漁欝された。

（2）大野　　昭和54年に鹿島郡大

水深25～50mの磯で刺網によ

～750g（100～200匁）

亀昭和55年には575～1，1

均750ダ（100－500匁，

匁）位のもの8尾が混獲された0

（3）大洗　昭和27年頃から毎年5

1，125g（100～500匁）位

敷島づつが大洗地先の岩礁域特に大

近て漁獲されるようになり，昭和5

から多くなり裸体採鞄によって漁獲

が，一方刺網漁業者によ卵昭和54

°0～70島，昭和55年に10島



～1，125才（100～500匁）位を鹿島那旭村下荒地沖水深50～45mの磯で刺網で混獲され

ており，他にもこの海域にかいて刺網で混獲されているが，その畳については知り得なかった○又，

大洗漁業研究会長飛田清二氏によると飛滑丸により鹿島郡大洋村汲上沖水深50m附近の海域で54

年に575～1，125g（100～500匁）のもの12～15尾，55年に17～18尾を刺網に

よって混獲しているが，毎年夏季に建刺網が50ケ統位は操業しており，1ケ統平均10鳥位は採捕

しているので年に50D尾位は混獲採捕されていると云われている。

（4）那珂湊　大正初年（19川年代）に駿山の鈴木長太郎氏により始められ漁具（漁具の項を参照）

は刺網を條用し磯崎地先の船神磯周辺と磯崎港口（通称ポックイ）と郡珂湊の殿山地先が良好夜漁場、

で水深5～5m（アワビ漁場）の所が多かったが，昭和15年頃にイセエビの漁も終了した。当時の

：巨　　イセエビの大きさは2占・5g～1，125才（約70～50D匁）位のもので普通585g（150匁

位）のものが多く，船神磯では750～1，125（200～500匁）の大型のものが漁獲された。

叉，当時の単位当り漁獲量は普通15・0～18・8顆（4～5貫）位，最高5ZS晦（10貫）位で

東京魚市場と地元消費で販売価格は5・75KF（1貫匁）当り5円位の相場で取り引きされていた。昭

和58年には約28時が刺網によめ水揚げされている。

（5）平磯　大正8年（1917）頃から那珂湊の鈴木長太郎氏にならって5～8人の漁師がエビ刺網

を始めたが，その漁獲量は単位当わ平均75～11・5晦（2～5貫）位であったが，昭和15年（1

940）頃に漁を終っている。その後昭和54年に裸体採飽漁業者によって280～980g，平均

570穿く70～250匁，平均150匁）のものが58・5時（15貫），昭和55年には520～

1，125才（148～508匁）のものが地先の岩礁域で採捕された。

（6）磯崎　昭和28年頃から毎年少ないが漁獲され昭和54年頃から裸体採鰻で多く漁獲され昭和5°

年には単位当わ575～5°．5顆（10～15貫）を採補したものもいる。

又，地先の沿神磯では昭和54年9月の潜水調査では500～900夢のもの2D～50宅を採挿

し多数の駿息状況を観察した。

（7）久慈浜　昭和58年に刺網等により28．0～9dGg（70～250匁，平均1GO～150匁）

のものが約1．50ロー1，800I毎（400～450貫）水揚げされてその量は58年に県下最高にな

っている。

（8）滑川　1948～41（昭和15～1°年）頃に千葉県から親エビの移殖を行なったが産卵期に

殆んどが無死したためにその効果はみられなかった。

（9）H高　（元の日高村で田尻浜が漁の主体を左している。）1940（昭和15年）頃ほでは20

～50人がエビ刺網〔網月18．°～11．5伽（5寸5分～5寸8分）〕を等用して漁獲していた0昭

和54年は5人，55年は5人，58年は7人が漁をしているが，その中2～5人は裸体採飽業者で

ある。裸体採盤とエビ建網との間には操業協約（午後8時以後に入網）が昭和54年8月から結ばれ

ている。古老（漁民）の貫によるとイセエビは，冬から5月頃までは沖合の深みに鼠邑し夏は産卵

のために接岸すると云い，．漁獲された大きさは平均575－750グ（100～200匁）位で19D

P（50匁）位以下のものはとれなかったし椎エビをみたことがないと云われている。
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80　川尻　明治時代から日高とともに川尻，．日高の地先で漁獲されてお力，昭和54年から刺網と裸

体採蝕に上って漁獲されている。明治時代末鱒頃から昭和15年剛では綿糸の網地であり・網目は

12．7C爪（4寸2分）13掛け又は14．4cm（4寸8分）9掛けを使用し現在は11・4～12・1珊

（5寸8分～4寸），10掛けを（漁具の項参照）傭用している0

咄　伊師浜　現在裸体採飽業者によって地先の海域で僅かに採輸されでハる¢

胸　高戸浜　現在裸体採飽業者によって地先の海域で僅かに採捕されている○

㈹　大津　昭和29年の夏にエビ曳網にエビヂヤコと混獲された椎エビ（全長約5～4cm）のもの1

島を採集した。叉，昭和5占年には裸体採飽業者により親エビと椎エビが採集されている8

掴　粛田浦（福島県）昭和55年‘月20日に勿来地先の海域で川尻の刺網漁者が採挿したことから

この年にイセエビの持岸していることを知れ川尻と日高地先で漁業が行なわれた。

大典のイセエビは分布も北限であり沿岸の海況に支配されることが大きく，昭和19～20年の親潮

の強勢によわ一時その姿はみられなかったが昭和28年頃からの年平均の沿岸水温が上昇するに従っ

て各地で裸体採鮭と一部の刺網漁業者によって漁獲されるようになった。その生体の大きさは平均

575～750g（100～2DO匁）で大は1．125g（500匁）以上のもので他県のものエわ大

型のものが多くみられている。

5　漁期

明治時代から昭和15年頃tでは8月から9月頃まで操業されていたれその後昭和2°年頃までイ

セエビの漁獲が皆無であったために昭和28年9月1日漁業調整規則の改正で除外されて現在に壷って

いる。（昭和28年までは8月1日から7月51日までが禁漁期間とされていた。）他県ではイセエビ

の生態的な面から産卵期と合せて禁漁期間を設定していろが，太県の場合禁漁期間を産卵期と同一期間

にするという考え方からすれば，以前の漁業調整規則は一致しをかったといえる。（生態調査の項参照

近年の沿岸水温（年平均）が上昇してお力，イセエビが各浜の地先で8月から9月頃まで漁獲されるよ

うになったが，5ヶ年の調査結果から初漁は8月で盛漁期は7月から8月上旬位までで8月中旬から下

旬にかけては終漁期と走っている。

4　漁具

大正初年から昭15年頃までは那珂湊，平磯で刺網を使用し網地1反の長さ75m（50間）切れ

丈の長さ90cm（5尺）網目は12．1～15．2cm（4～5寸）で持網は40反であわ，大洗では明治時

代から三枚網が使用されていた。日高，川尻では以前から刺網（2盾地の状況（8）日高（9）川尻の項参

照）が使用され現在は網地（チビPソ網7号）1反の長さ52．5m（55間）網目は14・5cm（4寸8

分）を2重掛けにして多くは10．8～11・5cm（5寸5分～5寸8分）を使用している○

刺網の他に裸体採飽業者（素手）により僅か採挿され，他漁の刺網漁業等にも混琴されている0

5　漁獲量

漁獲量につレr⊂は現在，川尻漁協に水揚げされている川尻，日高（田尻）地区を選定して調査を行なった。昭和

54年から昭和5°年までの5ヶ年の漁獲量について年，月別に分けてみると第1表のとおれ昭和5

年は55，58年よりも少なく55年が最も多く水揚げされてh畠。これを年別に月別の漁獲量をみる

－152－

．

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

ト

．

・

　

　

　

　

．

・

・

　

　

卜

・

■



と，8月では54年が出漁統数が少をいために最も少なく，55年は約1qOI諺で多く，58年は57

時である。7月は8月とともにこの漁業の盛漁期で蒼菓統数の最も多い時期でその漁獲昇も54年には

282・5KPが水揚げされ55年は575・8晦で最も多く，58年には川尻地区の延出漁隻数（第5表参

照）が少ないために減少している。8月は前月とともに水揚げの多い時期で58年が多く，55年は8

月10日以枝には時化が続き出漁船は皆無の状態であった。9月は5ヶ年の中，2ヶ年は出漁皆無（他

漁へ出漁している）で54年に51．5鞄が水揚げされているにすぎないところから8月で漁業も切わ換

えられていると見て差支えをレ。

各月5ヶ年の合計をみると延出漁目数，延出漁隻数と漁獲量と漁獲高ともに7月が最高で8月，占月，

9月の順となっている。

第1蓑　川尻港に水揚げされたイセエビ漁浮量

年　 別
延 出 漁 延 出 漁 漁 獲 量 漁 獲 高

日数 屯） 隻 数 拘 ） （円 ）

昭

3 4

年

＼ ‘ 1 1 ‘．D 5 J O O

7 1 7 5 ‘ 2 8 2 ．5 1 5 4．7 5 0

8 8 2 4 1 7 4 ．7 ‘2，° 5 4

9 5 9 5 1．5 1 5 ．0 7 ‘

合 計 5 1 7 D 4 9 4．5 2 1 占，0 4 0

平 均 Z 8 1 ス5 1 2 5．4 5 5，8 8 0

昭

3 5

年

‘ 5 1 4 9 7 占 5 8．7 5 1

7 2 1 9 5 5 7 5．占 5 占管7 2 5

8 、　 5 5 1 4 ．5 7 9 °0

9 － － － ー

合 計 2 9 1 1 2 占8 5．7 4 5 4．4 1 8

平 均 鼠7 5 7 5 2 2 8．占 1 4 5．8 0 5

昭

3 6

年

占 8 1 9 5 7 1 5 5，9 2 1

7 1 5 5 2 1 4 ‘．9 1 1 0，2 2 9

8 7 2 8 2 8 8．占 r 1 5 4，2 1 5

9 － － － －

合 計 2 8 7 1 5 5 ス 4 2 9 5，4 ° 5

平 均 鼠3 2 5．5 1 5 ム 9 9 買 4 5 5

合

計

‘ 1 4 5 4 1 d D．7 1 1 4，2 5 2

7 5 1 1 占 5 1，D O 2．8 8 1 4．°8 4

8 1 8 4 7 4 5 5．8 2 D 4．8 0 9

9 5 9 5 1．5 1 5，0 7 °

合 計 8 8 2 5 5 1，占 5 0．8 9 4 8，8 2 1

平 均 2 2 d ま 5 4 1 2 ．7 2 5 ろ2 0 5

次に若葉統数の出漁日数と漁夢塁を調べてみると

第5園，第1～2表（l～jii）のとおりである。着

業統数は54年は11ケ筑　55年17ケ銃，58

年18ケ続で58年に川尻の若葉統数が9ケ統であ

るが延出漁統数が少をくをっている。

第2蓑（i）昭和54年漁獲量（川尻港水場）

樺

太

船

蔓 合　　　　 計 平　　 均 l

漁 挺 量 金：　 額 漁 準急 金　 額

J左 （糎） （円） （Ⅰお （円）

1 1 9 2 2 2．5 、1 0 7こ8 4 1 1 1．7 5．8 7 8

2 1 1 8 5．7 5 5，8 1 2 ヱ7 5．2 5 7

5 1 1 4 2．7 5 2．6 °5 5，8 2．9 6 9

4 5 5 鼠5 1 5，1 4 5 7 9 5，0 2 9

5 9 5 4．1 笑2 5 5 5．7 1．0 2 8

占 d 1 2．9 5，9 4 9 2．2 9 9 2

7 5 1 0．5 4．0 9 5 5．4 1．5 8 4

8 2 ‘．5 も8 2 7 5．5 諷8 2 7

9 1 2．2 1，0 0 1 2．2 1．ロ0 1

1 0 2 1．5 8 5 4 0．7 5 2 7

1 1 1 8．8 1 6 8 0．8 1 8 0

合 計 7 8 4 5 8．5 2 1 6，1 9 8 4 7 4 2 5．°1 ロ

平均 5．5 4 1．7 1 机 5 4 4．5 2．1 4 ‘
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第2衷用）昭和55年漁獲量（川尻港水場）

標

未

船

驚

婆

合　　　 計 平　　　 均

漁 獲 量 金　 顕 漁 獲 量 金　 顕

J佑 数 （晦 ） （円） （晦 （円

1 1 5 1 5 4 ．5 9 号 5 1 4 1 1．7 ろ8 4 0

2 1 5 9 8 2 d ‡ 1 4 9 ＆5 4 ，4 7 7

5 1 9 1 1 n O 占‘，9 4 5 5 ，7 8 9 5

4 1 2 1 0 1．8 8 0 ．0 5 5 8 5 5 ，0 0 5

5 1 1 9 Z 7 5 叉 5 7 0 ・8 8 5 ．4 1 5

8 1 1 4 1．0 2 5 ，2 9 1 ま 7 2 ．2 9 0

7 4 2 8 ．9 2 0 ，7 9 2 7 2 5 ，1 9 8

8 9 2 4 ．8 1 8 ，8 2 8 2 ．8 1，8 7 0

9 7 1 7 9 1 1，8 0 9 2 ．8 1．° 8 7

1 0 4 5 ．7 島 1 8 1 1．4 2 9 5

1 1 1 1．4 1，0 5 1 1．4 1，0 5 1

1 2 1 1 ．5 9 5 8 1．5 9 5 8

1 5 1 0 ．8 5 9 0 0 ．8 ㌍ 0

1 4 1 0 ．7 5 6 4 0 ．7 S d 4

1 5 1 n 5 2 7 4 0 ．5 2 7 4

1 占 1 0 ．5 1 5 ° 0．5 1 5 8

1 7 1 0．2 1 6 9 8 ．2 1 ロ 9

合 計 1 1 2 ‘8 5 ．7 4 3 4 ，4 8 占 1 4 4 ．1 5 8 ．2 5 2

平 均 ‘．‘ 4 0．5 2 5 ．5 5 4 a 5 2 ．2 5 0

第2表㈲l研削川年漁拳量（川尻港水線）

漂
木
船
嘉

合　　　計

5具528

4餌22

46．972

52，880

50．888

25．651

20．141

12．10D

次に単位当少年間漁獲量の最高をみると54年222・5柏，55年154・5‰5占年108．9時と

モカ最高漁獲高は54年10Z841円・55年99514円，58年5号52占円で漁挺量ともに減

少している。単位当との年平均漁獲量では54年41・7時，55年40・5Ⅰ毎で差は少紬が，58年は

2又4時で減少していることは若菜統数の多欄∫射て延出漁株数が少をくそっていることが判る。

地区別に漁獲量を川尻と田尻（脂漁協）とに分けてみると第5表のとおカである。蒼業枚数と延出

漁統数は54年と55年を比較すると54年は両地区とも蓋はみられないが，55年は川尻が12ケ椀

で88隻の延出漁隻数に対して田尻は5ケ続で44隻とその稼動日数は田尻が多くをっている。58年

も55年同様に田尻がイセエビ漁業に従事した延出漁隻数が増加してhる。漁樟量については54年は

延出漁隻数に対して田尻が多く55年も同棲の傾向を示している。58年は川尻の蒼業概数は多いが，

延出漁隻数の稼動日数が少をくて単位漁獲量は田尻よわも多く総体の漁獲量では田尻よりも少をくなつ・

ている。
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漁獲量を他県に比故すると造かに

少ないが単位当りの漁獲量では静岡

と同じ程度か漁場によってはそれよ

わも多くをっている。叉，表城で漁

獲される資源量は千葉のものとは別

個のものであると見られている。

γ　0

●

※　　　　　X

〇

〇・　●

第5表　地区別，年別の斎業状況と漁獲高の変化

醤
日

別

着秦 統数 延 出漁 概 数 漁 獲 量 漁　 獲　 高

別 （隻 ） （隻） （晦 ） （円）

川

尻

昭 5 4 ‘ 3 7 2 2 Z 9 9 5－°2 0

5 5 1 2 8 8 5 4 1．9 2 2 °．1 0 5

5 ‘ 9 1 9 1 8 ス1 1 0 1．0 0 1

田

尻

昭 5 4 5 5 5 2 ‘ム‘ 1 2 2，5 7 8

5 5 5 4 4 5 2 エ8 2 0 8．3 1 5

5 ‘ 7 5 2 5 5 0．5 1 9 4．4 ‘2

○

●．‾

●●Y　●　　　●

○

X X　　　　￥

8

0

●

01日＋ト

●咤！～■

×略号‘｝

l0　　　　　　1声 ま○

出鶏口鰍．（F）

第5回　年別，単位当り漁獲量図

°　生態調査

（1）体重組成，性比

生態の測定は川尻漁協の魚市場に水あげされたものについて昭和55年7月12日に体重組成と雌

雄別の出現数等について調査を行なった。体重組成は第4回第4蓑のとお少休重別に雌堆別の出現を

みると12声～1．125ダ（50～500匁）のもので平均575g（100匁）前後のものである。

その性比の出現は堆55尾（‘5・1タり，雌51馬（58．9タ古）で雄の出現が多く去っている。体重

組成からみて他県のものエクも大型のものが多く漁獲されていることが茨城県沿岸の特徴であわ，小

一・・・・155－－



型群575グ（100匁）以下のものと椎エビについては次の機会に調査して行きたいと考えている○

（2）抱卵数　抱卵数については第5表のとおり

測定個体数は僅か1個体であるが測定は重畳法

によカ0．5炉を化学天秤で秤量乳その卵数を

べトリー皿にほぐして敢えてそれを数回行ない

葦郎換算した結果である0これを猪野3）と比

較すると造かに少なくなっていることは地域差

に上る時間的空間では左いだろうかと思われる0

（3）蕊夕闇　産卵時期については市場測定が僅

か1～2回であるため漁期中を通じて調査を行

なっていないために聞き込みと54年9月2日

に行在った磯崎地先松神磯周辺の生物調査で得

た資料によって推定してみたところ初漁期（8

月）～盛漁期（7～8月中旬）頃までは抱卵個

体の出現はみられず前述した54年9月2日の

他の材料でも雌の多くの個体が

抱卵していたところからイセエ

ビ漁業の終漁期の8月下旬以降

9月までと推定される0イセエ

ビの産卵時期には地域差がみら

れ奄美大島では4月下旬に産卵

期となってお力，東京の伊豆大

島では7～8月上旬であり，又

千葉県外房では7月が産卵期と

なり海域別の地域差がみられて

いる。

茨城の場合イセエビ漁業は現

在各浜聞及び1太釣と刺轡的

第4表
体重性別出現衷（）内数字は匁を表わす

体

重 ダ

出 現 状 況 性 別 出 現 数 （尾 ）

タ‘ 個 体 数 堆 雌　 t

1 2 5

（5 0 ）
1．1 9 1 1

1 8 5

（5 0 ）
1 5．4 8 1 5 1 C 5

5 7 5

（1 0 0 ）
4 1．‘d 5 5 1 2 2 0

5 8 0
（1 5 0 ）

1 ヱ8 6 1 5 1 2 5

7 5 0

（2 0 0 ）
1 °．8 7 1 4 9 5

9 5 5

（2 5 0 ）
5．9 5 5 5

1．1 2 5

（5 0 0 ）

1・1 9 巨
1

第4閏　体重別雌堆別出現組成

唾の御保護を考えるならば禁漁期間の設定があげられる0これについて漁期の項で述べたように太

県では終漁期以後が産卵期であわ他県の例からみて産卵期と禁漁期間を一致させることが当然ではな

いだろうか。叉，増殖事業について払昭和14～15年頃，滑川地先え千葉県から移苑を行なった

ことがあり隆苗移苑の他にイセエビ用の投石（コソクリートブロック）の畝設置も媚であり・操

業面ではアワビ，イセエビで行なわれている輪潔法を実施することも良い方法である0これについて

は千葉，東京，神馴1，静岡・三蚤等・各県の状況を知ることが大切である0
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第5蓑　イセエビの抱卵個体（昭和54年9月2日，磯崎沖船神磯で採輔のもの）

頭胸甲長

くem）

全 長 l

（cm）

抱　 卵　 重　 量　 の 抱　 卵　 数 （粒） 総抱卵重量

（ダ）

総 抱卵 数

（粒）L R L R

鼠5 2 9 4 2 1．0 1 ＆5 8 7ニ5 1 9 5 5．9 る8 5 エ5 1 4 5．4 8 7

（4）ムラサキハダカニポシの附着　イセエビ生態測定中腰側にェポシガイの一種の附着する個体が多

くみられたのでその出現状況についてみると第ろ表のとおりで体重別組成では185ダ（50匁）の

ものが多く体重の大きい個体で少なく在っている傾向がみられるが測定した個体も少ないので断言は

できをh。このムラサキハダカエポシは相行性のイセエビに着生することが知られている。この附薯

状況は測定した59島中（腹部にのみ着生したものについて数えたところ）28鳥で475％を示め

し，約5割近い附蒼率で雌雄別にみると雄は40島中28島の出現で85％を示し，雌は19島中2

尾の出現で10．5％であり，雌よカも姓えの附蒼が造かに多いことが判る。ユポシガイの附音数をみ

ると1～5個の附蒼が一番多く4個以上の附煮出現数は少なく食ってhる。

第占表　ムラサキハダカエポッの腹例えの附着出現蓑（1980Ⅶ．12．川尻調査）

ェボツ り

票 附着
体

重 ダ

＄
l ♀

1 個
2 5 4 5 る 7 8 9 1 0 1

イ

セ

エ
ビ

の

体

重

段

階

別

出

現

鳥

数

1 2 5

紫（5 0 ）

1 8 5

（5 0 ）
5 2 2 1

5 7 5

（1 0 0 ）
1 5 1 1 1

5 古口

（1 5 0 ）
1 2 1 1 1

7 5 0
（2 8 0 ）

5 1 1

9 5 5

（2 5 0 ）
1 1

1，1 2 5

（5 0 0 ）

合　 計 8 る 5 1 1 1 1 1 2 2

牽　く）内数字は匁を表わす。

第7表　ムラサキハダカエポッの附蒼状況（昭和54年9月2日：磯崎押掛神磯で採靖したもの）

全　 長

（cm）

甲　 長

（cm）

体　 重　衝 性 別 触野 元 触　 角
顔 額 及 び

ロ綾部周 辺
葡 旬 脚 胸 腹部

2 鼠4 鼠5 る1 8．0 ♀ 1 0 2 5 5 2

5 0．8 チ7 7 るa O ち 1 2 7 2 5 0
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昭和54年9月2日，那珂湊市磯崎地先の船神磯で採輪されたもののうち，2尾について詳細に観

察した結果軋第7蓑のとお少その附蒼状況は川尻でみられたような腹部の一部に限らず額縁口辺都

と緬全体に附着がみられ背帯では触角にもみられている。ムラサキハダカエポシの附蒼状況は腹部

では雌よカも雄の方が造かに着生数が多いことは形態的な面からその差がみられるようである。姓は

腹部附属股が小さく自然に腹部が露出しているために附着率が多いものであると思われるが，他の甑

簸口辺部周辺にも性別をく着生がみられている0
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